
平成27年9月関東・東北豪雨における課題
～鬼怒川決壊における６つの課題～
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水害の主な課題 ～鬼怒川決壊における課題～
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避難を促す緊急行動について
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避難を促す緊急行動 （平成27年10月５日開始）

大きな被害が想定される国管理河川において実施

～市町村長が避難の時期・区域を
適切に判断するための支援～

【できるだけ早期に実施】

●トップセミナー等の開催

●水害対応チェックリストの作成、周知

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、
住民への周知

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】

●氾濫シミュレーションの公表

●避難のためのタイムラインの整備

●洪水予報文、伝達手法の改善

●市町村へのリアルタイム情報の充実

１．首長を支援する緊急行動

～地域住民が自らリスクを察知し
主体的に避難するための支援～

【できるだけ早期に実施】

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、
住民への周知（再掲）

●ハザードマップポータルサイトの周知と活用
促進

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】

●家屋倒壊等氾濫想定区域の公表

●氾濫シミュレーションの公表（再掲）

●地域住民の所在地に応じたリアルタイム情
報の充実

２．地域住民を支援する緊急行動
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実 施 済 実 施 済

実 施 済 検 討 中
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実 施 済 実 施 済

実 施 済 実 施 済
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実 施 済検 討 中



水防災意識社会再構築ビジョン
に基づく取組について
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平成27年10月5日 「避難を促す緊急行動」

・平成28年出水期前までを目標とした取り組み

平成27年12月11日 「水防災意識社会再構築ビジョン」

継
続

・減災を目標に取り組みを進める
・ハード、ソフト対策を一体的・計画的に推進
・今後概ね5カ年を目途に実施
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国土交通省 社会資本整備審議会 河川分科会
大規模氾濫に対する減災のための治水対策検討小委員会 平成27年12月 答申
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参考 鬼怒川の取り組み状況

15

■鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会

・概ね5年間で達成すべき目標
鬼怒川・小貝川の大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を目指す。

・目標達成に向け、洪水を安全に流すハード対策に加え、以下の３本柱の取組を実施
１）逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
２）洪水氾濫による被害軽減、避難時間確保のための水防活動の取組
３）一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組

・協議会メンバー
関東地方整備局(河川部長、事務所長)、気象庁、国土地理院、茨城県、流域自治体の長
（全10市町）
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参考 鬼怒川の取り組み状況
■洪水を河川内で安全に流す対策＜鬼怒川・八間堀川＞


